
新しい服装等の規定 

   

○○○部分を変更した。  ○○○部分は感染予防から現在は行っていない。 

 

令和４年１１月７日（月）から開始する。 

 
  男  子 女  子  

 
 
 
 
 
 
標準服 

冬 
 ブレザー、ワイシャツ、スラックス 、 
 ネクタイ、 
※温度調整でブレザーは脱いでも可 

 ブレザー、ベスト、ブラウス・ワイシャツ 、スカート、スラ
ックス 、リボン・ネクタイ 
※温度調整でブレザーは脱いでも可 

夏  ワイシャツ、スラックス 
 ネクタイはつけなくて良い 

 ブラウス・ワイシャツ、スカート、スラックス 
 リボン・ネクタイ、ベスト はつけなくて良い 

・ブレザーは一つはボタンをとめる。ボタンが取れたら取り扱い店舗にて購入し付ける。 
・ワイシャツはレギュラーカラー(普通のえり)で白色のもの。 
・ワイシャツ、ブラウスの下は体操着。Ｔシャツは不可。 
・ベルトは黒色の標準タイプのもの。 
・男子は西中指定のベストを着用してもよい。 ※西中指定のベストとは、新標準服のニットベストのこと 
・スラックスは短すぎないように、スカートは膝が隠れる長さに、丈を調整する。調整できないものは新しく 
購入する。 

・ネクタイ・リボンは第１ボタンを閉めてとめる。 ※ネクタイ・リボン生徒指導部で貸し出しあり 

登下校  ・登校時は制服。下校時については、部活動時の服装可。委員会時は担当の指示に従う。 

ジャージ ・ジャージの下は体操着。ワイシャツ、ブラウスは着ない。  

アンダー 
ウェア 

・制服、ジャージの下には原則、体操着を着用する。 
・温感・冷感シャツをアンダーウェアとして着用する場合は、白・黒・紺。 

制服、ジャージの下から見えないように着用する。 
・防寒として、黒・うすだいだい色のストッキング・タイツの着用可。標準服の下から見えても良いが、
ジャージ等の下から見えてはいけない。足首より下がないレギンス不可。靴下を上から重ねて履く。 

防寒着 
・寒いときは、コート・ウィンドブレーカー（上のみ）・マフラー・手袋の着用を認める。 

コートは無地で、P コート、ダッフルコート、スクールコートのみ。黒、紺、グレーに限る。 
・ウィンドブレーカーの着用は、部活で統一して作った物か、部活で作っていない場合は、華美でない

個人の物でも着用可とする。 
セーター 

カーディガン 
ベスト 

・セーターはＶ首無地で、黒、紺、グレーに限る。カーディガンも可。ブレザーの下からはみでない丈の
ものを着用し、制服の下に防寒用として着用するため、セーター・カーディガンのみで生活しない。 
セーター・カーディガンを着るときは、ベストを脱いでもよい。 

靴下  ・白・黒・紺 。（ワンポイントは良い）ルーズソックスや色物・柄物は不可。 
・儀式や始業式・終業（修了）式では、長い靴下で白・黒・紺 を着用する。 

靴  ・体育の授業に適した運動靴（＝ランニングシューズ）（色は問わない） 

名札 
 ・胸ポケットにつける。 (紛失・破損の場合は担任へ ￥３２０)  
・校外での学習時や、登下校時は外す。１枚は普段用、１枚は予備として担任保管にする。 
・温度調整でブレザーを脱いでいるときはつけかえなくてもよい。 

上履き ・学校指定のもの。名前をしっかり書く。忘れた生徒用に生徒指導部管理の貸し出しあり。 

頭髪 
 ・清潔で活動しやすいようにする。      
・整髪料など不必要な加工はしない。          ・髪の色を変えない。 

 ・肩・目や頬 にかからないように切る、とめる。  ・長い場合はゴム、ピンでとめる。(黒、紺) 
・モヒカンやツーブロックなどのデザインカットや、エクステ、パーマなどの不必要な加工はしない。 

みだしなみ 
・アクセサリなど不必要な装飾はしない。(マスクは原則白色、柄物は不可) 
・アイプチ、カラコンなども含め、化粧・メイクはしない。 
・ピアスは付けない、穴も開けない。 

カバン 
 ・学生カバン、スリーウェーバック、サイドバック。 
 ・リュック等の背負える型のもの。キーホルダーは区別のために手のひらサイズ以下を一つまで。 
・ビニール製の袋・紙袋等は不可。   

その他 
・物品への落書きや変型は、基本「買い換え」となる。 
・熱中症が懸念される時期に行われる教育活動の担当（教科担当、行事担当など）からの指示で帽子着用
を推進する。登下校時も同様。（日傘は不可） ※スポーツキャップのみ着用可。 

 ・手首に髪ゴムをしたり、ミサンガなどをつけることは禁止。   

 


